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n -29 クロマトグ'ラフィーじ あけるホスフ?多ジルコリ〉分手経

の海出 111頁イ立佐t::.ついて

北久・水島・食品ィι挙。高橋是太まp，度胡鬼一
日立北奪セミコ〉タ・クタ ヂ野=叉彦

大豆rの戸費1jらぴにヂ経の急の筋肉よリ得た;t-スフ'r1-ジノしコリ〉をジグソ乞リド

のア乞テートヒ l1このろ，あ迭3夜体ク σマドグラフィーによヲて各ピー7の分子種
ヒ相対保持時間ヒの胡偽乏求めた。その結来、/急今手稗の相対保符時間の対教とア

シjしj患の終炭t数1Jらかt(ミニ重締令敬ιの闘に売れぞ呪;欠的要史的関偽があヲた.
この一決闘叡1'J.ノホスフ71'ジJしコソンの会アら/レ基の京意欲y ユ重結令費支正そ方1ぞ

れ2行之列の行列の要義と芳えたI号令/この行列 1::'よ?て規之されるととがst]らか

11:' T Jヲた.

月首噴tJ)令手経 LぺJレて"の珂免が強《望急れているにtがかからず I ~くの天怒胎

噴rl被雑0，分子稚組F更を 7局して五リ/分柿忘由美在!こしている.島えー淀体クロマトク"

ラフ 4ー(トIPLC)!:s.， 脂質の，o-;}鍾の珂妓に積めて滑カυ令祈今段のかヒつである
と芳え 6オ1τ いるが，今r::に HPLC-[二討Ijる略合員命子穆の弗也順位乏{薗Qの分与穫
のレベ JしにまでH府患に LT二報告11.見当らfJ、、 Lたがヲてノ この 8.)"ks1Jらかにする

ととがか手稚の周えとえ4主主込主主Eつ正確に行むうことに fJるとぎえ/組織路管の
主成ゆでh7;) 'jf"，スフ7今ジIしコリン(PC)正対象にして実駿走行なヲた。

く突駿方?主〉

シロずケ/メパ、チマゲ0，スケ民ウダラ/コイの各'-7肉がう BliShιDyer~去によ
り会胎i演を抽出 LたのちI Lands Sリのシリカゲルク Oマト?去に準じて精製PC~得

1-:'0 主九大豆レシナシ(和先純薬製)，卵震しらチン〈祖代成製)ψ、St同様に
して絹製 P乙も得た。会均製PC't Renkonenりの方法に2阜じて phospholipαseCて‘加

水今僻し 1::.。力pオく令併抑乏銅製TLC-( ?1ーへ宍すン:工そわし工ーす Jし=1: I ) 1二併しノ

これによリ靖裂しTこ1，ユージゲリ乞リド乏ピリジシl二海僻し，無オく酢酸主力ロえて 20・c

でー夜ア乞引レイ凶行fJ勺7J:及舟物を銅製TLC(作ヘキサン:ヱチ Jl.::I-ーテル=
3: I )に伏しJ 陀由来の 1，

2-ジグリ包リドのア乞ラート忘得た。この最終産物圭 Li

ChrosorT RP-18 (Merck社製)のHPLC(イソアロ/マノーノし:ア乞トン:メタノーノし:

ア乞トニトリ/し=1:1:3;q..) 1'::付 L，得令制た各t亘f~争五必要に応じて S % A'jN03含

浸丁しc(ぺ〉ゼン 2 工チノしエ-=7ノレ=~:/)~:.1:久したのち得られた再 t重I Iìt の時肪政

組成(Unisole 3∞0， 2m1t'l1.D. X .2m，がラスカラムによゐ).17よひ"総設事叡組成 (.ov-， 0 1， 3mm 1. D. )(. 0.5" m ，スチールカラムによる)を合しCによリ分析しr相方の分祈結
果からアシル基の相互み冷わ辻を秀えて砂手鍾組成、忘決定した。 1J.;h， A:JNO 3令造

丁しCの今パンドの量民 l~ ，ドトリアコ〉タンを内部標準 ι する内部標準去によ勺て

決定した。 I~主 2 伐の位墨要枯イ本の決定 f J:
I 
HPLCで今取した綿噴乏枠リバーゼで

加氷分解することによゥて打。ヲた。す 1J.17ちJ 月旨噴 3
ん 51119乏 2・2% CI1Cムヲ容戒
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0・Imtと0.05"% タウロコール眼ナトリウム晶0・25mlを含む pH8の 1Mトリス 1孟政緩

衝悲 Imf1=ωたで/ゐ胡殺しく根るこ tによヲて懸渇しノ之の?乏に騨リハ。ーで ((al・
biochem 和製)を q.Omv 加え，併0 ・C で ~1沙問反応"'1支/ エタノーノし Imfと 6N治政 1"，(で反

烏い寺島さ ~I 反lた戒がらエチルエーテJしで脂質乏抽出し，銅製 TL.C (n-ヘキサシ

:エチ 1しヱーチノし:ギ峻=I.fo:10:')に上リ加水分台手物毛精製後CrLC.今析に供して決

定した。

く締呆〉

fi9' 1-31:1: I 会PC由来の 1，2-ジグリセリド

のア乞ずートの HPLCクロマトク"ラムで.6うる。

主署ピークの今手稗の局是例主百bleIに1f-し m A 

1-=.。 との表は， メパ‘チマグロ(Fi，9・ 3-E)のイ列

で'めるが・r ピーク 7は日月らかに12:;lなるアシ
I¥..基乏tづみ手穫である。 tも度不飽和酸l立返

)"-9) 

移ユイ11.tこ絡令していることが・多い tいか才1

ているととがら，最t犬さいとのピーク /1J 

I i立に 16:0 J 2 f宜t-:.21:6 ~悲喜/言 L ているもの
12.2:61 

であリ J ピーク 6(117， ;~ll 1Jわち I I -111.1こ22

:6ノ Z伎に 16:0も結念しているものである ι
*'えられた。さらにノピーク 7に対して月季リ

ハ。ーぜによる加水分僻毛行1Jゥた紡呆ノク'0%

以上が加水ィ分解されたに to、汐、わらずノ l位
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Ng. 2. HPLC chromatog問問。rchum salmon mt邸 lelecithin
C: Captured in summer. D: 臼 ptu陀din fall 
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Fig. 1. HPLC chromatograms of soybean and q詔yolklecithin. 
A: Soybean. B: Egg yolk. 

Fig. 3. HPLC chromatograms of big骨 edtuna， Alaska pol1ack and carp musde lecitbin 
E: Big剖eyedtuna. F: Alaska pollack. G: Carp. 



意えら才¥I このピーク glz12;Llヒ結論つりけられた。
Tablel. Dc岡山由nof lecithin rnol闘，.日開問
。fmajor曲問問'senl・

6 

30.6 34.6 44.6 

19.0 19.6 9.7 
36.2 15.6 8.3 

14.2 30.2 37.9 

63.3 32.2 10.8 

5.7 41.7 89.2 

31.0 26.1 

gó~~i 63.3 11oJ 32.2 l~ó~~: 10.8 
~UI 5.7 出~ 41.7 自E892 
F.~;f: 31・o I¥U: 26.1 

P田knurnbcr
FaUyacid 

15:0 回目

16:0 25.6 48.4 53.8 
17:0 1...句
18:1 25.9 4.1 1...田
20・4 旧宮

20:5 23.3 3.7 lracc 
22:4 "'"白22:6 25.1 43.8 46.2 

Molecularsp町 5 ~g; M ii~; g: 11216・q町
• E日m"leorbj&~ 仰向島

Fauyacid 

zable2. Delermination of lecilhin molc:c:ular spccies of min町田m甲onent・z
Peak number 

14:0 
16: 1 
20:5 
22:6 

36 

21.3 
53.0 47.7 28.3 
47.0 52.3 50.4 

42.6 
95.0-:::: 90.0 57.4 

10.0 

ロp1104・o;・42.6 

~~;~!' 95.0< J~g~1: 90.0 !1g~1! 57.4 

Carbon number.: 

34 
36 

38 

C司rbonnumber.: 

34 

38 

Table4. Retati岨 bctwccnrelative rctcnlios lime of 
RPLCandmolc:c:叫arspecies ofe四 yoJklecithin

PN MS RT RRT 
%目。創chpe'l~ 

.， E胤 mplcofchum拘 10110n(F~Il)・: Tol~l :lcylcafbo"numb.:r 

イむのピークについてモ企く

剛柔1::'して今ヲ積立吠えし

ていゥた。 tJJ，，' / d、さなピ

ークは1室1"J.')ノ令いが激しい

とヒがら 1 九つ，.今取l畳分

乏A'jN03含f長TLCI-:'f.夫した
のち F 特られた会パ〉ドの

月旨肪政相成、 k総j支素教を分

析しその結呆から可能1J.ア

シル基の細み命わせを芳えッ

Tabl邑 2にff，1" ~ロく央雑物量
の推移か 6~ピー 7 tZHケテ

種l;夫定していヮた。以上

の綿菓を基に12;;lの係均時
間 i100とした ιもの今今手

維の相対保持斤胡(RRT)を

求めノ Tahle 3""-6 1::.示す結

果乏得た。 fJ~ I 犬呈PCの

場合11.I 先つがli;;引を基準i二
して RRT在京めp 旬日蓑PC

の1ft手経の RRTの表ヵ、らノ
I;;~~ I ~基手にしたときの RRT
I~換穿して采めた。

Table 3. Rclation凶 weenrelative間四白白血， 0' 
HPLC and molecular specil関。fsoyb国 nlecilhin 
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却

担

割

却

担

封

一

加

山

町

A

E

 

1田 o

47.0 114.1 

50.4 122.2 

54.4 132.0 

55.6 134.9 

59.2 143.7 

72.4 175.7 

PN 島'5 RT RRT. 

IlU 27.6 70.4 

lii:目 37.6 95.8 

11日| 39.2 99.9 

I:t~ 42.0 101.1 

IlU 51.4 131.0 

I::J 55.2 140.7 

Ill・1 60.0 152.9 

Ili:~ 62.8 1曲 .1

IlU 73.8 188.1 

ffUI 

Ilt~ 79.6 却'2.9

I:n 

Il~:~ 83.6 213.0 

I:U 
113.2 288.6 

Ei:目

26 

28 

30 

31 

32 

34 

Abbr宮市出制
PN: P.nitiOD numbct'. M.S: Molccubr i~. RRT: Rcllti刊
R'白血a出前

.~σ iiisu録dasrbcrcfi町曹由民脚墨k

Table 5. RclatioD bct，明間同ative剛山
musclc Iccilhin 

C〈hSuummmsaeIrm} on 口mm{FaadoImoa Big-eycd luna Alaska pollack CMp 

MS PN/RRT MS PNJRRT MS PN/RRT MS PN/RRT MS PN/RRT 

I~~ ~I i~.3 I~g:ll 20 陸:ll 248 1 2 l;gj 20 I~n 20 37.S 37.2 42.S 

I~UI 認 7 IlUl 20 Ill:~ 20 陸'll 20 
12;目 20 40.4 44.6 40.4 46.2 

Ill: ~I ~2 |霊:~ 却 I~・ :1 22 
12;目 20 I~:ll 24 

44.1 55.2 44.3 62.S 

出:~I I¥U 
286 ?o 1~U1 22 1~;11 26 I~g~ ;1 24 55.2 86.7 62.5 

I\Z;~I 詰 2 Il~;õl 26 |霊;~ 22 Ilt~ 26 医;AI 24 
89.S 60.0 89.8 67.7 

I¥UI 詰2 |話;~ 26 
I¥UI 

26 
11UI 

26 
I¥U 

24 
91.9 93.S 89.8 67.7 

|完目 I~;~ 26 l\g;~1 26 l\g;~1 26 I~;~I 24 91.9 93.S 92.0 67.7 

出!日 z話。 |制 26 I~;~ 26 IlUI 
26 問。11 26 

96.7 96.8 92.0 88.3 

|翌日 1話。 |主;~話。 I~;~ 26 I¥UI 
26 

97.1 93.7 

I¥nl 11t~1 I話。 |まAI 26 93.7 
II:;~I Ilt~ 1話。
I¥UI I\Z;~I 

Ab .... 曲叩
PN:PartilionnuRlber，MS:Mol匝叫首相ccics，RRT: Re1a11時間四¥;onlilM.

く づ号索〉

PC の各アらノしJ基の炭素数必よぴニ重結命数乏 2~J2列の行列の婁案とJ孝之J ノ寺の
うち lつ乏愛叡I "7'寄'}三定費支とみは l)縦軸に RRT，横軸lこアシル基の総農t数あ
るいは総ニ重純命者文正 ιヲ f二片対数摩稗ょに寸ahle 3~ 6の絡呆をプo0/ト Lた結
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呆I Fi，9・ U にf下す古ロく U重頬の

平行線鮮を得るこ tができた。

との結果ばにして史喜朗正た

てた結呆;欠の如く表わすこと

ができた。 すりわちノ

(J) 

(2) 

c=1211 

D z|:;11 
イ昼LノP'IP1 は温線ø1t買主ノ Fり~.l. I"

a線の3切片正表わす.
C"C"J;f;.7νι基の綿軟球ゐし定後九

dりc/，.IJ..fI-ァνし碁ニ重結合叡正えわ'1

定委えである。

:X: 1J.， 7o.，Jl必の炭素叡E表わし金融ノ

~(JI アール差のエ針路敬主表わ手

事L帯えである.

c=p，・~"j(F.Rて)+あ

D=巳・109(RRT)十&

p0由来の 1，2ーダグリセソド‘
のアてラート 0，(1)) (2.)~に争え
って i洛出されてくること。、ら/

実駿~伴走珂ーにするこ乙によ

リf 未知ピークの砂手種をR.RT<少4推定
できる三ヒが朗らかにtJヲた。
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